
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

  

  

江戸川区教育委員会指導室 

平成29年12月 

 読書科ノートは先生方が読書科の指導内容を具体的に

イメージしやすいように、参考教材として作成したもの

です。本ノートを参考にして、各学校の児童・生徒の実

態に応じた創意・工夫を行い、9年間を見通した指導を

行ってください。 

 「調べる学習コンクールへの出品」や「卒業研究の

提出」は、あくまでも例です。各学校においては、児

童・生徒の意欲を最大限に引き出せるよう、創意工夫の

ある成果物を定め、指導を行ってください。 

 学習指導要領には、各教科等それぞれに固有の目標と 

内容が示されています。  

 読書科と各教科等との違いを十分に理解した上で、学 

習活動を適切に展開していく必要があります。そのため、 

朝読書等を他教科で行うべき内容の指導時間にあてたり、 

他教科の発展的な内容を読書科で扱ったりすることはふ 

さわしくありません。 

 また、「国語辞典の使い方」など指導内容が重複する 

場合については、国語科の目標の実現に向けて行うので 

あれば、国語科として実施し、読書を通じた探究的な学 

習の関連として実施するのであれば、読書科として実施 

してください。 

 さらに、本区では、総合的な学習の時間の内容の一部 

を読書科で扱うことを原則としているので、総合的な学 

習の時間の関連について考慮することも必要です。 

文部科学省教育課程特例校指定 
  

  江戸川区立小中学校では、平成24年度から読書科 

を実施しています。 

 このたび、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、読書 

科指導指針の見直しを行いました。改訂した指針は、 

各学校が作成・実施する指導計画の基準を大綱的に 

定めたものです。 

 各学校においては、本指導指針に基づき創意工夫 

を重ね、家庭や地域社会と協力して、読書科の更な 

る充実を図ることをお願いします。 

  目標の改善 

  生涯にわたって主体的に学び続けていく資質 

  ・能力の育成 

  内容の改善 

  より具体的で明確な内容に変更 

  (「解説」及び「読書科ノート」の作成・配布) 

  学習の系統性の重視 

  「基礎期」「活用期」「発展期」において、 

  螺旋的、反復的に資質・能力を育成 

 読書科の目標は読書科のみで達成できるものではあり

ません。各教科等で学んだ[知識及び技能]や[思考力、

判断力、表現力等]を読書科で活用したり、読書科で学

習したことを他教科で活用したりすることにより達成で

きるようにします。 

 

 読む時間の確保だけでなく、質と量を高め、活

用力、探究力を育成するという基本方針を決定す

る。 

 

 「読解力の育成」を図るため、年間1000分間

の朝読書を実施する。  

  

   文部科学省「教育課程特例校」の指定を受ける。 

  

 「読書科」の完全実施を開始する。 
    

 

読書科開始後の傾向(全国学力・学習状況調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   ※「△」が向上 「▼」低下 

 
    

   読書が好きな子どもが増えたという成果が上が 

 っている一方で、創設当初の趣旨・理念が十分に 

 達成されていない状況も見られる。 

  小中学校それぞれにおいて、同様の学習活動が 

 行われているなど、小学校と中学校とで教育内容 

 に重複が見られる。 

  各教科等との関連の中で、内容が重複するもの 

 があり、読書科の指導のねらいがあいまいとなっ 

 ている。 
    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

読書における見方・考え方※を働かせ、読書を通じた探究的な学習を通して、生涯にわたって主体的に学び続けていくための資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

＜※読書における見方・考え方…読書を通じて、人や社会、自然に関わる様々な事象を多様な角度から捉え、自己の考えや生き方、実社会、実生活と関連付けること。＞ 

(1) 読書から生きて働く知識を習得するとともに、資料の収集の仕方、記録の取り方を身に付けることができるようにする。 

(2) 問題を発見し、読書を通して集めた情報を整理・分析して解決するとともに、自らの考えをまとめ・表現することができるようにする。 

(3) 読書及び読書を通じた探究的な学習の良さを認識し、主体的に取り組むとともに、社会の中で積極的に学び続けていこうとする態度を養う。 

○考えるための手法や学習カードの例示 

○調べる学習コンクール、卒業研究など 

 の取組の例示

○校内委員会の設置 

○読書科推進リーダーの指名 

○児童会・生徒会の活用

○学校図書館の整備 

 ・学校図書館施設整備指針 

 ・学校図書館図書標準 

 ・図書配分比率 

 ・図書廃棄基準 

　　　　　　　　校種
時間

小学校の各学年 中学校の各学年

朝読書等
２３単位時間程度
（１０５０分程度）

２１単位時間程度
（１０５０分程度）

１単位時間で行う授業 １２単位時間程度 １４単位時間程度

合計 ３５単位時間程度 ３５単位時間程度


